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中学校の生徒指導 「教師は嫌われることを恐れない」

私の実践を通して

青梅市立新町中学校 森 通 政

東京都 の中学校理科の教諭 として奉職 して11年 。この短い間に様 々な事例 を経験 して きま し

た・その中で感 じたことを実際の実践例 を通 して,中 学校 の生徒指導のあ り方について考察 し

たい と思います。

1子 どもたちのコミュニケーションツールの変化

私が教 員となった11年 前 はようや くビジネスマ ンに携帯電話が普及 し始め,10代 の若者 たち

はポケ ッ トベル全盛 の時代 で した。駅の公衆電話 では女子高生が列 をな して,プ ッシュボタン

を押 している光景 をよく見か けました。まだ,コ ミュニケー シ ョンの方法 は直接会 うこ とが主

流の時代で した。それが数年する と,ち らほらと中学生が携帯電話 を持つ ようにな りま した。

とはいって も,持 っているの は生活指導上,手 のかかる子 どもたち ぐらいの もので した。それ

が ここ5年 で,大 半 の子 どもたちが携帯電話 を所有するようにな り,コ ミュニティが大 き く変

化 していったように感 じます。

携帯電話が普及す る前は,家 にかかって くる電話な どで子 どもたちの交友 関係 を把握す るこ

とがで きました。 しか し,保 護者 を飛び越 して直接子 どもたちが携帯電話やメールで連絡 を取

り合 うことがで きるようにな り,全 くと言っていいほ ど把握で きていない と言 える状況 になっ

てい ます。余程保護者が意識 しないと自分の子 どもが誰 とつ きあっているのかわか らないので

す。 それ に加 えて,携 帯電話はイ ンターネッ トを使 えるとい うことで不特定多数の人間 と接点

を持つ ことがで きるため,悪 意を持った大人 とつ なが って しまい,最 悪の場合犯罪 に巻 き込 ま

れて しまったとい う事件が起 きてい ます。 また,プ ロフや学校裏サイ トな どに特定の人間への

中傷 の書 き込みな どによるい じめ も起 きてい ます。

このようなコ ミュニケー シ ョンツールの変化で,相 手 を思いやる気持ちが うまく育 まれてい

ない子 どもたちが増 えて きているように感 じます。私の経験で次のような事例が あ ります。休

日,友 だちの家に集 まって個 々人がゲームで遊んだ り,時 にはたわいもない世間話 をしていた

そ うです。その中のA君 がゲームや会話に飽 きて,A君 自身の携帯か ら 「みんな死ん じゃえば

いいのに」 とい う趣 旨のメールを同級生数人 に送信 し,送 られた同級生が激怒 して翌 日,A君

につかみかか るとい うことがあ りました。 この件でA君 を指導 し,な ぜ そんなこ とをしたのか

を聞 くと 「ただ何 とな く,お もしろそうだったか ら」 と言 うのです。直接,面 と向かって 「み

んな死ん じゃえばいいのに」 とは言 えないの に,メ ールだ と送信で きるのです。送 られた相手

が どう思 うか も考 えずに。おそ らくこの ようなことは教 員の知 らない ところで頻発 しているこ

とは想像 に難 くあ りません。 この ように,相 手が どう思 うか を考 えずに行動す るか と思 えば,

最近 「K/Y」 とい う言葉に代表 されるように,自 分が相手 にどう思 われ てい るか を非常 に気

にす る。相手 を傷つけてもあま り気 にしないけれ ど,自 分 は傷つ くのは大変怖がる というよう

に非常 にアンバ ラ ンスに成長 していると感 じます。
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2実 践事例

前項で述べて きたように,こ どもたちは大 きく変化 して きてい ます。人の痛み を理解 し,心

を育むためには教員 はどのようにすればいいのか を私の実践事例 を紹介 します。

① 「他 人の不幸の うえに自分の幸福 を築 くこ とは決 して しない。」

創価大学 ・創価学 園の創立者池田先生が昭和48年4月11日 第1回 創価女子 中学 ・高等学校 の

入学式で御講演 された中に,「 そ こで私がい まか ら皆 さんに望む ことは 『他 人の不幸の うえに

自分の幸福 を築 くこ とはしない』 とい う信条 を培 っていただ きたい というこ とであ ります。す

ることなす ことに,こ の心 をもち,実 践 していったならば,ま れ にみるうるわしい平和 な学園

が実現するであ りましょう。(中 略)皆 さんの これか らの実践 は,や がて地球 を覆 うにたる力

をもつはずである,と 私 は確信 したい。」 との御指導 をもとに,私 はクラスの担任 の願 い とし

て,必 ず この先生 の御指導 を子 どもたちに話 し,ク ラス 目標 として掲 げてい ます。学活の時

聞,道 徳の時間など折 に触れて,話 してい ました。何か個別の生活指導 の場面で も 「君のや っ

ている行動は他人 を不幸 にしていないか」 と反省 を促 していました。 この 目標が子 どもたちに

浸透 しているなと感 じたのは,初 めて3年 間持ち上がった学年の3年 生の クラスです。 あると

き,い じめがクラスで起 こりま した。い じめ をしてい る生徒 だけな く,そ れを見ていて も止め

られない クラス全員 に私は 「一人がつ らい思いを していていいのか,そ れ は入 として絶対 に

あってはな らないこ とだ・傍観 しているの もい じめ を しているの と同罪だ。」 と心 を込めて話

を しま した・個々の指導 ・支援 を行 ったことは言 うまでもあ りませ んが,い じめはおさま りま

した。 しか し・私の思いはその時 だけで はな く,生 徒 たちの心 に焼 きついていたようです。卒

業時に生徒たちが くれた作文でtB君 は 「いろいろ悪 いことをして迷惑をかけた と思 う。その

度に俺 と正面か ら話 して くれた。最初 は 『え らそ うなこと言 うな よ』 と思って聞いていた。け

れ ど大 きく変化 したのが クラスでい じめが起 きた とき先生がみんなに真剣に話 をした。その時

か ら俺の中の先生の存在が変化 していった。」 とあ りました。

この3年 間の折 りに触れて,子 どもたちに語 り続 けて きた ことが知 らず知 らずのうちに心 の

奥 に浸透 し,い ざというときに生 きて くると思 います。何 事 も遠慮せず,教 師 自身が正 しい と

信 じることを 壬どもた ちへ訴え続 けるこ とだ と思い ます。何度言っても同 じではな く,聞 いて
いな くて もか まわない,毛 穴か ら浸透 させ るんだとの強い思 いは必ず通 じてい くのだと実感 し

ました。

② 「すべての子 どもは生 きる力に満 ちている」

前項の事例の予どもたちの卒業 を間近 に控 えた時の ことで した。校長か ら 「もう一度3年 の

担任 をお願いできないか」 と言われ ました。その生徒 たちは,小 学校か ら申 し送 りですで に喫

煙 な どの非行行為をは じめ,い じめの問題を端 に発 した保護者 も含めた対教師不信が非常に強

いな ど,入 学式か らお しゃべ りがや まない,落 ち着 きの全 くな く,1年 ・2年 で もい じめ,教

師に対する暴言な ど問題 を数多 く起 こしてい ました。 そのため,2年 間で学年所属の教員が3

名病気休職 になるなど,他 学年か ら見ていて も大変 その もの で した。そ こへ ,飛 び入 りの3

年,そ れ も担任 とい う,尻 込みをするような状況で した。で も,私 がその学年に入 らなければ,

学校 が立 ちゆかない,こ こで逃げては と決意 し,引 き受けることにな りま した。

明けて4月 ・始業式の 日・ クラスへ行 ってみ ると,「 こいつ は誰だ」 と言わんばか りの視線

を送るC君 がいました。C君 は人の話 を落ち着いて聞けず,目 立つ ことで 自分の存在 をアピー
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ルす るタイプで,過 去 に授業 中に床 をはいつ くばった り,奇 声 をあげた りな ど,い ろいろな場

面 で手がかか る生徒です。それ以外 にも,不 登校傾 向の生徒 などそれはバ リエー シ ョン豊かな

クラスで した。そこで私が どんなクラスに したい との思いを込め,創 立者池田先生の御指導 を

もとに 「何 のため」 とい う目的意識 と 「他 人の不幸 の上に 自分の幸福 を築 くようなことは決 し

て しない」と 『担任の願い』を話 しました・ しか し,C君 だけな く話 を して も落ち着 きが無 く,

まず話 を聞ける状態 をつ くることか らのス ター トで した。それに加 え,3日 目に女の子一人が

「クラスに仲 のいい友だちがいない,だ か ら学校 に行 きた くない」 と,学 校 に莱な くなって し

まい ました。 そ して,ク ラス内の女子 のい じめが発覚,そ れ を見ていることがつ らい とい う理

由でい じめ とは直接 関係のない女子生徒が また一人不登校 に,修 学旅行後にそのい じめの被害

者 のDさ んが不登校 になるな ど,3名 の不登校。一人一人 に個別 に面談,家 庭訪問 ・クラスの

生徒へ指導 などを繰 り返す もののなかなか事態 は好転せず,授 業中 もC君 を中心 に落 ち着 きの

ない雰囲気で,ま じめに頑張 ろうとしている生徒 か らも 「クラスがつ まんない」 などの不満 も

でるなど八方ふ さが りの状態 で した。そ うこうして,1学 期最後の保護者会の朝,い じめが原

因で不登校 となったDさ んの母親か ら電話があ り,「い じめは絶対にいけないこと」 「それ を苦

に登校で きず にいること」「い じめにつ いて各家庭で話 し合 ってほ しい」 との話 を したい と申

し出があ りま した。 クラス38名 中28名 出席す る予定だったので,こ れ をチャ ンス ととらえ,学

級懇談会で話 を して もらいました。私か らもクラスの実態 を包み隠 さず話 し,協 力 をお願 い し

ま した。 そんななかで1学 期が終 わ り,夏 休み に進路 に関す る三者面談で何人 もの保 護者 か

ら,「学級懇談会を機会 にい じめ につ いて,親 子で話 をしました」「すべて を話 して もらってよ

か った」な どの反響があ り,Dさ んの面談でその こ とを伝 え ました。保護者 の方 は話 して よ

か った と言 って くれ,本 人 も進路のこともあ るので,2学 期か らは学校へ行 くと話 して くれ,

その本人の言葉通 り,完 全に復帰す ることがで き,あ と2人 は何 とか別室登校 をで きるように

な りました。

そんな不登校の問題が好転 し始めたとき,落 ち着 きのないC君 の問題行動が続発 し始めたの

です。朝は,遅 刻 は当た り前,教 室へ入って もやる気がないか らと保健室へ逃げ,そ こへ追い

かけて行 くと 「うるせ え」 など暴言 を吐 き,そ の ことに対 して指導 しようとすると腕を振 り回

して暴 れる,も の を蹴飛ばす,時 には教師を突 き飛ばすな ど行動は徐 々にエスカ レー トしてい

きました。私の授業のあいている時間はすべ て別室登校の生徒2人 に勉強を教え,そ れが ない

ときはC君 の指導,時 には暴れるC君 を取 り押 さえるなど生活指導 に追われる日々で した。一

歩 も引 きませ んで した。いつの まにか腕 に大 きなアザがで きていることもあ りました。C君 の

行動は さらにエス カレー トし,正 直 「C君 さえいなければ」 との思 いが よぎることもあ りま し

た。 しか し,ク ラスは全員がそろって,ク ラスなんだ と勇気を振 り絞 り,C君 に ダメなものは

ダメと真正面か らぶつかってい きました。

そ うする と,あ ま り協力的ではなかった保護者 も次第に協力 して くれるようにな りました。

そんな私 を見てか,他 の生徒 たちはC君 を見放す ことは決 して無 く,あ たたか く接 して くれる

のです。その光景 を見て,私 はこみ上げる ものが あ りま した。 「この子 たちはす ごい」 と。 こ

の ころを境 に,ク ラスの雰囲気 は大 きく変わって行 きました。C君 を含 め,落 ち着いた学校生

活が送れ るようになったのです。授業 に来る先生方か らも 「授業が しやす い」「研 究授業 をす

るなら森先生の クラスで」 「す ごいいい雰 囲気 になった」 な どお褒 めの言葉が多 く聞かれるよ

うにな り,生 徒 もそのことで よ り一層頑張るようにな りました。卒業 を控 えた3月 の合唱 コン

クールに もクラスの子 どもたちは,お 互いがお互いを励 まし,す ば らしい合唱を聞かせて くれ

ま した。担任 である私 と生徒一人 一人 とは,し っか りとつ なが っている実感 を もってい まし
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た。

教 師の真剣 さ,本 気 さが子 どもたちに与える影響 はす ごいものがあると感 じます。 こち らが

一歩 で も引 くような態度 を取れば,子 どもたちはそれ を見逃 しません。 どんなときも真正面か

らぶつか ってい くことが大切 だと思 います。決 してあ きらめず にどこまで も子 どもたちの可能

性 を信 じ抜 く教師の姿勢がクラスの雰囲気 を,C君 を変 えていったのだと思い ます。

3ま とめ

我 々教 師,い や入間は誰 も他 人か ら嫌 われたいと思 っていないで しょう。好かれたい と願 う

のが普通 だと思います・教師は常 に子 どもたちと接 しているわけですか ら,そ の子 どもたちか

ら好かれたほうが良いに決 まってい ます。 しか し,あ えて タイ トルにも掲げたように 「嫌 われ

ることを恐れない」 としたのか とい うと,嫌 われ

るこ とを恐れ るあま り言うべ きこ とを言 えな く 負 の ス パ イ ラ ル

なって しまうので はないか と思 うか らです。子 ノゴ

もた ちは厳 しい先生 よ りも優 しい先生 を選ぶ で

しょう。 しか し,現 実,厳 しい先生全員が嫌われ

ていて,優 しい先生全員が好かれているのか とい

というとそ うではないようです。

厳 しいだけだ と,そ の教員の前 ではいい子でい

る。 もしくは,人 間関係が崩れ,結 局指導が入 ら

な くなって しまうケースがよ くあ ります。逆にや

さしいだけで はなめ られて しまう結果 とな り,や

は り指導が入 らな くなる。 いず れの場合 もやが て

「心ある生徒」す なわち学級 ・学校 を支える生徒

◎1
が 「この先生に言 って も無駄」 のような無力感 をもち,よ り0層 集団の統率が取れな くなって

しまう とい う負 のスパ イラルに陥 り,最 悪 の場合 学級 ・学校が崩壊 して しまうことにな りま

す。

我々教員 はどうして も生活指導上課題 をもっている子 どもたちに 目が行 きが ちです し,関 わ

りもやは り多 くなって しまいます。他の子 どもたちは,そ の子 どもたちに接す る態度 をよ く見

てい ます・ この先生 は どれだけ本気 なのかを。そのことを常に意識 していかなければな りませ

ん。教師がやるべ きこ とは,子 どもたち同士で学 びあい,支 え合い,成 長で きる環境 をつ くっ

てい くことだ と思い ます・実践事例で も私一人の力ではな く,ク ラス全員の協力,支 えがあっ

ては じめてC君 が学校で居場所 を見つけ,落 ち着 いて生活で きるようになったのだと確信 しま

す。

私 たち教 師は決 して嫌われる ことを恐 れずに,子 どもたち と真正面か らぶつか ってい くこ と

が肝要だ と思い ます。 一時は嫌われ るこ ともあるか もしれない。 しか し,教 師の熱い思いは必

ず子 どもたちの心 に通 じる と信 じてい くことで,本 当の意味で好かれる教師,信 頼される教師

となってい くのではないだろうか。
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